
（別紙２）サービス提供イメージ図

映像コンテンツへのリンクURL
が動的に生成され、再びID/パ
スワードを入力する必要なく映
像を閲覧することができる

映像コンテンツのURLが第3者
に漏洩しても、そのURLは無
効となっているので、正規の視
聴者以外は閲覧できない

ストリーム認証サービスをご利用時のサービスイメージ

視聴OK

視聴NG

正規の視聴者

不正視聴者

Webサイトへ
ID・パスワード
等でログインする

一度のID・パスワード入力だけで特定の利用者だけに映像コンテンツを閲覧させることができる。映像コンテンツ
へのアクセスURLは一度だけ一定期間動的に生成させるので第３者の不正アクセスを防ぐことが可能。

Webサイト

映像コンテンツ

（参考）従来のストリームコンテンツの公開方法

視聴OK

正規の視聴者

不正視聴者

A．Webサイトにおける認証のみ
　ストリームコンテンツへのURLが漏洩すると、不正視聴者
　からアクセスされてしまう

視聴OK

視聴NG

正規の視聴者

不正視聴者

B．Webサイト認証＋従来のストリーム認証
　不正視聴者のアクセスは防止できるもののストリームコン
　テンツへのアクセス毎に再度ログインが必要あるため、正　
　規の視聴者の利便性が損なわれる

視聴OK

1回目ログイン
（Webサイトへ）

2回目ログイン
（映像コンテンツへ）


